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1 ．はじめに
近年，留学生，特に英語コース参加者の大幅な受入
れ増により，初級学習者が急増している．初級の日本
語教育では，通常，日常生活で最小限必要な文法と会
話，そして仮名と数百字の漢字を教えるが，留学生の
日本社会への速やかな適応のためには，それだけでは
不十分である．東北大学の国費留学生を対象とした外
国人留学生日本語研修コース注1（以下，「研修コース」）
においても，2011年度以前は文法シラバスに基づいて，
文法，会話，漢字などの教育を行っていた．異文化理
解，日本文化，日本社会，習慣の違いなどの要素は，
授業の中で各教師が断片的に取り上げることはあって
も，シラバスとして組み込まれてはいなかった．
日本語教育において，言語やコミュニケーションの
教育だけでは不十分であることは，1990年代にすでに
ネウストプニーによって指摘されている．ネウストプ
ニーは，人間の行動の目標は社会・文化・経済的なイ
ンターアクションであるとし，日本語教育の目標はそ
のための能力であるとしている（ネウストプニー
1995）．社会・文化・経済的なインターアクション，
つまり社会文化行動を行うためにコミュニケーション
行動があり，また，コミュニケーションの話題として
社会文化行動が入ることもある．例えば，「週末花見
をしませんか」という誘いは，その言語行動そのもの
が目的ではなく，いっしょに花見をするという行動自
体が目的である．また，花見に誘われたときに，「花」
というのは桜のことであり，桜の名所と言われる所に
出かけ，食事や飲酒を伴う可能性があるということを
知らなければ，このコミュニケーションは困難になり，
インターアクション自体が成立しないかもしれない．
逆に言えば，知識があれば，日本語の運用に問題があっ
たとしても，インターアクションは成功する可能性が
高い．
以上のようなことから，筆者らは2011年度から，学
習者が社会文化行動を行うために必要な知識を提供
し，さらに学習者自らがその知識を検証し，深めてい
ける教材を開発してきた．2012年度からは研修コース
に読解クラスが開設され，そこで本教材を使用してき
た．本稿では，開発してきた教材とその教材を用いた
授業実践について報告する．
2 ．既存の教材と本教材開発の意義
以下に，初級学習者を対象とした，文化・社会を扱
う教材，読解を扱う教材の例を挙げる．
【報　告】
日本語初級学習者を対象とする文化教材の開発
薄井宏美 1）＊，佐藤保子 1），虫明美喜 1）2），佐藤勢紀子 3）
1 ）東北大学 非常勤講師， 2）宮城教育大学 特任准教授，
3）東北大学高度教養教育・学生支援機構 言語・文化教育センター
＊）連絡先：〒980－8576　仙台市青葉区川内41　高等教養教育・学生支援機構　佐藤勢紀子　気付　東北大学 非常勤講師　h7r2m3@gmail.com
要旨　日本語教育において，社会・文化的な知識の教育も必要であるという見地から、日本語学習者を対象とす
る初級文化教材を開発した．同教材は日本語初級の学習者が入門段階から日本の社会・文化・習慣について学び，
教室内外での文化体験,インタビュー活動などのタスクを通して，主体的に社会文化知識を習得できるようにするこ
とを主な目的としている．教材は第一部のWarm Up  8 課と，250字から450字程度の短い読解文を含む第二部32課に
分けられ，第二部の各課は「本文」，「ことば」，学習者の自らの学びを促す「タスク」，「漢字」の 4つの部分で構成
されている．第二部の各課の32のテーマは，四季，習慣，人間関係．伝統，現代社会，その他に分類される．本報
告では，同開発教材の概要および，これを教材として用いた「日本語研修コース」の読解授業の概要と受講者の感
想を報告する．
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市販教材として，『初級日本語　げんきⅠ　第 2版』
（飯野他，2011）のように主となる文法や会話の内容
に加えて日本の社会文化に関するコラム欄を設けるテ
キストや，『まるごと　日本のことばと文化　入門A1 
かつどう』（国際交流基金編著，2013）のように異文
化理解を目的の1つとして据えたテキストも見られる．
しかしながら，それらは「主」に対する「従」という
位置づけであり，異文化の「理解」にとどまっている．
『日本語でインターアクション』（ファン他，2014）は，
学習者のインターアクションそのものを目的とした数
少ないテキストの一つであるが，初級後半から中級の
学習者を主な対象としており，初級前半からこのテキ
ストを使用するのは難しい．
また，本教材が採用した読解という形式で，初級レ
ベルで使用可能な市販教材はいくつか存在するが，特
に本教材のように文化や社会に重きを置いたものとし
ては，『できる日本語準拠　たのしい読みもの55』（で
きる日本語教材開発プロジェクト，2013）（以下，『た
のしい読みもの』）が挙げられる．『たのしい読みもの』
は，「接触場面での読み」，「「読み」から生まれる多様
な対話」，「自律的な読み学習」を目的として，第 1部
ではチラシやパンフレットのような学習者が日常生活
で接する文字情報，第 2部では日本の社会や文化を知
り，読んだことで周りの人とのコミュニケーションに
つながる読み物が取り上げられている．第 2部の文章
の長さとしては，250字程度のものもあるが，長いも
のでは2000字程度のものもあり，「読解」の活動が中
心となる．
市販教材ではないが，webからダウンロードできる
教材として,  国際基金ロンドン日本文化センター
『Teaching CHIKARA reading』がある．これは，英
国の中等教育のために開発された日本文化理解を目指
した教材で，ホームステイ，日本人のお祝い，地震な
どのトピックに分かれている．
その他，各教育機関で日本の社会，文化の理解を目
指した教材開発が行われている．津覇（2017）では，
新聞記事をもとに時事を扱った初級読解教材の開発が
報告されている．また，義永他（2012）では，本教材
と同様に日本語研修コースの学習者を対象とした教材
開発が報告されている．そこでは，大学院生の研究生
活に関連したナラティブの読解を通して，学習者自身
の研究生活への意識化，日本語学習へのモニター，日
本語運用能力の向上を目指している．
こうした中で，本教材の開発にあたっては，日本の
社会・文化・習慣について学び，実際にその活動を行
うことや教室内外のインタビュー活動などのタスクを
通して，学習者が主体的に社会文化知識を習得してい
くことを主な目的とした．読解文は話題を提供するた
めに提示しているが，「読む」ことだけが目的ではない．
読解をきっかけとしてある程度の知識を獲得し，タス
クを通して理解を深めていくこと，さらには教室外で
同じような話題・場面に接したときに各自の社会文化
知識を形成していくことが重要なのである．
3 ．教材の概要
3.1　本教材の目的
すでに述べたように，本教材の主たる目的は，学習
者が日本の社会・文化・習慣について学び，実際にそ
の活動を行うことや教室内外のインタビュー活動など
のタスクを通して，主体的に社会文化知識を習得して
いけるようにすることである．学習者同士の情報交換・
意見交換や日本人へのインタビューによって，日本に
関する知識のみならず，異文化理解，さらには自文化
への理解も深めることができると考えた．
話題を提供するための読解文は，上記の目的を達す
るための手段である．そのため，学習者がスムーズに
内容を理解し，達成感が得られることを重視して，本
文の長さを250～450字程度，提出する語彙も10語前後
に留めた．
また，日本語の集中コースである研修コースの特徴
を踏まえ，日々の日本語学習を振り返ることができる
こと，日本語で活動を行うことによる達成感を感じる
ことができることも意識して教材の開発を行った．
　
3.2　内容と構成
本教材は，大きく二つの部分に分けることができる．
第一部は「Warm Up」であり，ひらがな・カタカナ
の練習や，漢字の認識などに重点をおくサバイバル的
な内容を扱っている．第二部は，四季，習慣，伝統な
どのテーマに基づいた教材である．話題提供として読
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解文を提示し，テーマに沿ったタスクを行う．
本教材の構成と各課のテーマを表 1に示す．
第一部のWarm Upでは，ひらがな・カタカナを学
習したばかりで漢字の学習を始める学習者が文字の定
着を図りながら日常生活で必要な言葉や知識を習得で
きるようにという狙いがある．例えば，「やさい・く
だもの」では16の野菜や果物の名前を覚えながら，ひ
らがな・カタカナを復習することができる．「サイン」
では，漢字で書かれている身の周りの表示，例えば「禁
煙」などの意味を認識し，漢字で書かれた表示を探す
タスクなどを通じて自ら漢字に興味を持って体験的に
学習できる．さらに，「プレゼント」では母の日やお
正月などに際して日本人が物品を贈る習慣を短い文か
ら理解できるようになっている．このようにWarm 
Upでは，社会文化知識を獲得しながら，日本語の表
記に慣れ，第二部のより長くまとまった文章につなげ
ていけるような教材が用意されている．
第二部では，32のテーマを取り上げており，テーマ
はその内容から四季・習慣・人間関係・伝統・現代社
会に分類される．第二部の各課は「本文」，「ことば」，
「タスク」，「漢字」の 4つの部分から構成されている．
話題を提供するための「本文」は，話題を提供し，
語彙を提示するためのものである．本文をもとにクラ
ス活動が十分行えるように，本文の長さはあまり長く
ならないようにしている．前半の「四季」では250～
350字程度，後半の「習慣」から「その他」まではや
や長くなり，300～450字程度である．本文は，漢字か
な交じり文とし，漢字には読み仮名をつけた．本文に
出てくる文型・文法は，ほぼ初級レベルに限定してい
る．語彙については日本語初級語彙に文化的語彙も加
わり初級語彙を上回った内容になっているが，細かい
コントロールはせず，ある程度自然な表現を保つよう
に心がけた．
「ことば」は，本文を理解するのに必要と思われる
言葉や表現に英語訳をつけたものである．
「タスク」の部分では，「はなしましょう」「ききましょ
う」「やってみましょう」など，各テーマについて学
習者が自ら学んでいけるようなタスクが設定されてい
る．「はなしましょう」や「ききましょう」では，自
分の国の習慣を紹介したり，クラスメイトの国の事情
を質問したりして，広い視点からテーマを見つめ直す
ことができる．また，「インタビューしましょう」では，
表 1　文化教材の構成と各課のテーマ
1
Warm Up 
「やさい・くだもの」 21
習慣
「味噌汁」
2 「メニュー」 22 「お風呂」
3 「まち」 23 「おじぎ」
4 「サイン」 24 「お土産」
5 「パソコン」 25 「ジェスチャー」
6 「習い事」 26
人間関係
「お金を払う人」
7 「プレゼント」 27 「冠婚葬祭」
8 「歌と踊り」 28 「部活動」
9
四季
春「節分」 29
伝統
「着物」
10 春「ひな祭り」 30 「すもう」
11 春「桜」 31 「日本のリズム」
12 夏「花火」 32 「書道」
13 夏「七夕」 33 「茶道」
14 秋「月見」 34 「昔話―鶴の恩返し」
15 秋「食欲の秋」 35 「笑い話」
16 秋「七五三」 36
現代社会
「日本の会社」
17 冬「年末年始」 37 「男の役割・女の役割」
18 冬「成人式」 38 「男の言葉・女の言葉」
19
習慣
「すし」 39
その他
「アニメ」
20 「はし」 40 「仙台」
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教室の外に出て日本の学生などにインタビューするこ
とがタスクとなっている．このタスクでは，本文から
得た情報がどの程度一般的なことであるのか，または
限定的であるのかにインタビューを通して気づくこと
ができる．「やってみましょう」では，七夕飾りを作る，
さまざまな場面のおじぎをするなどの活動から，自ら
の体験として文化を学ぶことができる．
「漢字」の部分では，テーマの題，及びその課のキー
ワードとなる漢字の言葉を，各課それぞれ 3つ取り上
げている．初級漢字88字，中級以上の漢字33字，合計
121字を使用している．漢字の読みや意味は，本文で
使用されている言葉に限定して提示しているため記憶
しやすい．また，日本語のテキストでは縦書きのもの
を読む機会は少ないが，練習シートでは熟語について
は縦書きも提示している．
3.3　授業例
3.2で述べたように，教材の第二部の各課は本文，
ことば（重要語彙，表現），タスク（はなしましょう，
ききましょう，やってみましょうなど），漢字（トピッ
クに関連する漢字，トピックの理解を助ける漢字）で
構成されている．これらを授業の中でどのように扱う
か，教材の「春「桜」」と「おじぎ」を例に紹介する．
なお，これらの教材を付録として本稿末に掲載する．
（ 1）導入
その日に扱うトピックについて，学習者がこれまで
の経験やそれぞれの国の事情などを話す，教師が関連
する写真を見せるなどの活動を行って，トピックを導
入する．学習者の既存の知識を確認し，トピックへの
関心を引き起こす活動である．
「春「桜」」であれば，学習者が桜を見た経験がある
場合は，桜をどこで見たか，花見をしたかなどを話す．
季節的に見ていないと考えられる場合は，何かの機会
に実際に見たことがあるか，写真などで見たことがあ
るかなどを話すことができる．
「おじぎ」であれば，「おじぎ」という言葉を知って
いるかどうか，普段のおじぎの仕方，自国における初
対面場面での挨拶の仕方・友人との挨拶の仕方などを
話す．また，ここでトピックに関連する漢字を導入し
てもよい．
（ 2）語彙・漢字の導入
語彙と漢字を導入する．語彙は，発音練習，英語と
日本語のマッチング，短文作りなどを通して，定着を
図る．漢字は，トピックに関連する漢字として意味は
もちろん，書き順や読みも練習する．
（ 3）本文
本文の扱い方は，内容や学習者のレベルによってさ
まざまである．
例えば，「春「桜」」は，筆者らが実施している授業
スケジュールでは，学習者が初めて読むまとまった文
章である．そのため，まず教師が本文を音読し，学習
者に音から情報を取り，フレーズの切り方を確認させ
る．そして内容確認の読解タスクを与えて個人作業で
読みの活動を行う．その上で，クラス全体での内容確
認や質問を受け付ける．「おじぎ」はスケジュールの
後半に取り上げるため，学習者も読むことに慣れてき
ている．学習者は教師の音読なしでも，自分の力で読
んでいくことができるようになっている．あらかじめ
用意された質問に答える読解タスクを行ったり，学習
者が音読をして意味の確認を行ったりすることができ
る．
この本文の読みを通して，学習者はトピックに関す
る基本的な情報を得ることができる．本文には多少，
未習の語彙や表現が含まれることもあり，一字一句理
解することにこだわる学習者もいるが，内容に注目す
ることにより，未習の語彙や表現を推測したり細部に
こだわらずに読み流したりできるようになっていく．
（ 4）タスク
タスクは，各テーマについて，学習者が自ら学んで
いけるようなタスクが設定されており，内容はそれぞ
れ異なる．
「春「桜」」では，「ききましょう」におけるクラス
内インタビューと「インタビューしましょう」におけ
るクラス外インタビューが設定されている．「ききま
しょう」では，「桜の花が好きですか」という質問を
通して，学習者の桜に対する考え方を共有することが
できる．また，「あなたの国で有名な花は何ですか」「あ
なたの国でお花見をしますか」という質問を通して，
各国の花についての情報を得ることができる．花の種
類を日本語で伝えることは難しいが，学習者はスマー
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トフォンの写真などを使って，花を紹介していた．
「インタビューしましょう」では，教室外の日本人
にインタビューすることが想定されている．花見をし
たか，どこでしたか，という質問を通して，日本人の
実際の行動を知ることができる．インタビューを通し
て，本文の内容の検証，確認，修正ができるのである．
筆者らのこれまでの授業では，学習者は15分程度の短
い時間に何人もの日本人に声をかけ，実に多様な情報
を集めてくる．ただし，この活動については，事前の
準備が必要である．インタビューを依頼するための表
現などを教室で十分に導入・練習し，学習者の心理的
負担を軽減する必要がある．寺嶋他（2015）では，中
級の日本語学習者が学外の日本人へのインタビュー活
動を行った際，最も不安に感じていたのは「自分の日
本語力に対する不安」であったことが報告されている．
本教材が対象としている初級の学習者であればその不
安はさらに強くなると想定される．十分な準備を行い，
インタビューで日本語運用の成功体験をすることで自
分の日本語に自信を持つことができる．4.3で紹介す
る学習者のアンケートにもインタビューで初めて日本
人と日本語で話したことが授業で印象に残ったという
記述が見られた．一方で，自分の日本語を未熟だと感
じ，インタビュー活動を嫌う学習者もいる．このよう
なタイプの学習者には，日本語教師にインタビューを
する，教室に来てもらったゲストにインタビューする
などの方法もあるだろう．
「おじぎ」のタスク「やってみましょう」では，さ
まざまな場面におけるおじぎの方法を実践する．「先
生の研究室に「失礼します」と言って入るときのおじ
ぎ」では，大学で学習者が日常的に遭遇する場面であ
るため，学習者は熱心に活動に取り組む．おじぎの方
法にとどまらず，ノックの仕方（回数，強さ），部屋
に入るタイミングなど学習者同士で話しながら進めて
いく．実際にやってみることにより，自国との相違に
気づくこともできる．もちろん，おじぎは相手に敬意
を示す行動であるため，日本式のやり方に抵抗を感じ
る学習者もいるだろう．このタスクはそのような場合
も念頭において行う必要がある．
ここまで，授業の例を挙げた．これは筆者らの経験
に基づいたものであるが，学習者の特徴や学習環境に
よって，さまざまな教材の扱い方ができると考える．
4 ．2017年度前期の授業と受講者の感想
筆者らは2012年度から東北大学の研修コースで本教
材を使用してきた．ここでは2017年度前期の授業を例
に，シラバスとアンケート調査によって得られた受講
者の感想を報告する．
　
4.1　授業の位置づけと受講者
本教材を使用した授業は，東北大学の日本語研修
コースにおける日本語授業の一環として行われてい
る．2017年 4 月から 7月まで， 1週間に 2回90分の授
業が全28回行われた．そのうち 2回は試験であるため，
実質的な授業は26回であった．研修コースの学生は，
この授業の他に，文法・会話を学ぶ授業（ 1週間に 8
回（各90分）），漢字の授業（ 1週間に 2回（各90分）），
応用（ 1週間に 1回（90分）），チュートリアル（研修
生の人数にもよるが， 1週間に30分程度）に出席して
いる注2．
2017年前期の受講者は，計16名で， 7名と 9名の 2
つのクラスに分けられた．国籍は，マレーシア（ 1），
ミャンマー（ 1），バングラデシュ（ 1），パキスタン
（ 1），インド（ 1），イラン（ 1），ヨルダン（ 1），
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ 1），英国（ 1），スペイ
ン（ 1），ナイジェリア（ 2），ボツワナ（ 1），カメルー
ン（ 1），米国（ 1），パラグアイ（ 1）の15の国から
なる（括弧内は人数）．また，研修コース修了後の進
学先を見ると，工学研究科 9名，環境科学研究科 2名，
理学研究科 1名，医学系研究科 1名，情報科学研究科
1名，法学研究科 1名，国際文化研究科 1名となって
おり，大半が理系の学生であることがわかる．日本語
レベルは，来日前に日本語学習歴がある受講者もいた
が，全員東北大学の日本語プレースメントテストによ
り，入門レベル（初級前半レベル）と判定された学生
である．
4.2　シラバス
シラバスは受講者の日本語学習の進捗状況に合わせ
て計画された．まずは日本語の文字に慣れるため，
Warm Upを 8 回行った．その後，「四季」から 5の
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トピックを取り上げた．さらにその他のトピックから
13のトピックを取り上げた． 2回行われた試験では，
「日本に来てびっくりしたこと」，「私の国と日本」と
いうテーマでスピーチを課した．
毎回，授業の最後には日本語と英語でコメントシー
トを記入させた．これは受講者がその日の内容を振り
返るためである．
　
4.3　受講者の感想
授業の内容について，2017年度前期の受講者にアン
ケートを行った．アンケートは授業の最終日に行い，
無記名で回答してもらった．質問項目は日本語と英語
が併記されており，回答は英語，または日本語で記入
された．受講者は計16名であったが，回収されたアン
ケートは15名分である．以下で受講者の回答を報告す
る．なお，自由回答の記述は主に英語であったが，以
下では意味を損なわないよう留意しつつ，日本語に翻
訳したり要約したりしている．
まず，授業や教材が学習にどのように役に立ったと
思うかを質問した．「1.とてもそう思う」から「5.ぜ
んぜんそう思わない」までの 5段階で回答してもらっ
た．アンケートの質問と回答を表 2に示す．
日本文化への理解，異文化への理解，語彙を覚える
ことについて（質問 1）～ 3））は， 3分の 2の受講
者が「とてもそう思う」と回答している．筆者らの教
材開発の目的通り，日本の文化・習慣ばかりでなく，
異文化への理解も促進されたと感じていることがわか
る．
語彙については，トピックに密接に関連する語彙が
本文や漢字の部分で提示され，タスクで学習者が使用
することによって学習者の印象に残ったと考えられ
る．実際にどの程度習得に結びついているかは更に調
査が必要であるが，文法表現を理解するための例文に
一度提示されるだけといったような語彙に比べて，受
講者の記憶に残ったことは確かであろう．
話す能力，読む能力，漢字について（質問 4）～ 6））
も，ほとんどの受講者が「とてもそう思う」と「そう
思う」と回答しており，自由回答でも「もっと話した
い」，「もっと漢字を使いたい」といった積極的なコメ
ントが見られた．
また，授業で印象に残ったテーマとその理由につい
て質問し，自由回答で答えてもらった．受講者によっ
て挙げられたテーマは，どれかに偏るものではなく，
学習者の興味に応じて様々であった．一つのテーマに
絞らず，「全体におもしろかった．知りたいと思って
いたことを学ぶことができた」，「伝統的なことを学ぶ
のはおもしろい」という意見や国の習慣との類似に言
及した回答もあった．また，教室外でのインタビュー
に言及し，「日本人と日本語で話したのは初めてだった」
という感想も見られた．
個別のテーマに関するコメントとしては以下のよう
なものがあった．
【歌と 踊り】日本の伝統的なダンスをクラスのみん
なと踊るのはおもしろかった．
【すも う】ルールがわかった．テレビで相撲を見た．
【おじ ぎ】修了セレモニーに役に立つ（修了証書を
受け取る際のおじぎを練習した）．
【はし 】自分の箸の使い方の間違いに気がついた．
役に立つ．シンプルだけど複雑．
【昔話 】昔話を読むことは文化を学ぶのにいい．
【七夕 】建築が専門なので，七夕飾りの折り紙が面
白かった．
表 2　受講者へのアンケート調査の結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答
質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 2 3 4 5
1）日本文化についての理解が深まったと思いますか。 11 3 1 0 0
2）いろいろな国の文化や習慣を知ることができたと思いますか。 10 5 0 0 0
3）日本語の言葉・語彙を覚えるのに役に立ったと思いますか。 11 3 1 0 0
4）日本語を話す能力がついたと思いますか。 6 8 1 0 0
5）日本語の文を読む能力がついたと思いますか。 9 4 0 1 1
6）漢字の勉強になったと思いますか。 6 5 2 1 1
1:とてもそう思う　2:そう思う　3:どちらとも言えない　4:あまりそう思わない　5:全然そう思わない
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【着物 】自分の国の伝統的な服について考えた．
授業の内容について授業外の時間にしたことや話し
たことについても質問し，自由回答で答えてもらった．
全体に関するものとしては，「授業の内容をクラスメ
イト，家族，日本人の友人と話した」，「授業の後でイ
ンターネットで調べた」などがあった．積極的にその
テーマに対する理解を深めようとしていることがうか
がえる．また，「仙台のお土産を買った」，「寿司を食
べた」など，授業で学習したことを実際にやってみた
という回答が見られた．さらには，「日本人の家に行っ
たときや外食するとき，箸のマナーに気をつけた」「日
本の祭りの飾りをよく見るようになった」「日本のア
ニメを見始めた」など，一度きりの行動ではなく，こ
れまでの行動を修正したり，新しい習慣として取り入
れたりする様子も見られた．
授業全体への感想や要望を聞いたところ，肯定的な
コメントとしては以下のようなものがあった．これら
のコメントからは，学習者が授業の目的を理解し，そ
の目的が達成されたことがわかる．
・このクラスは日本の文化を理解するのに役に立っ
たし，面白い．文化を理解することは共生社会の
ために大切だ．日本の文化を尊重して，誤解を避
けることができる．
・このクラスは学習者にとって面白く，知識が得ら
れる．楽しんだ．読み書きの練習になる．言語習
得の助けになる．
・このクラスでは日本の文化を学ぶことができた．
日本の社会にどのように入っていけばいいか学ぶ
ことができた．
・インタラクティブでコミュニケーションの能力が
上がった．
一方，授業への要望としては，「クラスでもっと漢
字を使いたい」「読み書きだけではなく，聞く・話す
応用練習ももっとしたい」といった回答があり，日本
語学習に対する積極的な姿勢がうかがえた．また，「本
文の文法がわからないことがよくあった．もっと簡単
な文にしたほうがいい．語彙の意味が分かっても文脈
が読み取れないことがあった」というコメントも見ら
れた．
この最後のコメントについては，いくつかの要因が
挙げられる．第一に，言語的な要因である．コメント
にもあるように，本文には文法のクラスで未習の表現
も多少あった．また，既習の表現であっても，文章と
して理解するまでには習得されておらず，理解の困難
さを感じさせる要因となったと考えられる．第二に，
日本語の文章の特徴である．主語や目的語などが省略
された文章は日本語の文章としては自然であるが，初
級の学生にとっては難しいものであると考えられる．
しかしながら，このような日本語の文章の特徴に初級
の段階から慣れていくことは，中級以降の学習に有用
なのではないだろうか．第三に，内容である．筆者ら
は日本語学習者に日本の習慣や文化を理解してもらえ
るように本文を作成したつもりではあるが，そこでは
まだ日本文化・社会を理解している者としての「常識」
が前提となっていて，日本語学習者にとって理解が難
しい場合がある．例えば，「七夕」の由来を紹介する
文章に登場した織姫と彦星は，「姫」という言葉から
も織姫が女性であり，彦星が男性であることは母語話
者には自明であるが，教材開発当初はそれについて何
も言及していなかったため，学習者から質問が出た．
挿絵を挿入したり，「姫」という漢字の女偏に注目さ
せたりすることにより，このような問題を解決するこ
とができた．このような点については，学習者の反応
を見ながら，今後も修正していきたいと考えている．
5 ．まとめと今後の課題
以上で述べてきたように，本教材はこれまでの文法，
会話，漢字といったような日本語の言語，コミュニケー
ションの学習に留まらず，日本の文化，社会，習慣な
どを取り入れた社会文化知識・行動の学習を目的とし
て開発されてきた．仮名から学び始める入門の段階で
も使用できるようにしたことは，本教材の大きな特徴
である．そして学習者は，本文の読解や様々な活動を
通して，日本の社会・文化について，単なる知識とし
てではなく，体験として学習・習得していくことがで
きる．
今後は授業を実施する中での学習者の反応や意見を
もとに，さらに教材の改訂や授業方法の見直しを行い，
日本語教育の現場で広く使用可能な教材として出版す
ることを目指したい．
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注
1  「外国人留学生日本語研修コース」は大使館推薦で文
部科学省の奨学金を受給し日本の大学・大学院に進
学する国費留学生のために日本語予備教育を行うプ
ログラムである．東北大学高度教養教育・学生支援
機構では，東北大学の大学院に進学予定の研究留学
生， 宮城教育大学に配置予定の教員研修留学生，理工
系学部進学予定の韓国からの留学生を各学期30名の
定員で「外国人留学生日本語研修コース」の研修生
として受け入れ，日本語の集中予備教育を実施して
いる．本報告で「研修コース」と称しているのは，
そのうち韓国の留学生を対象とする「日韓共同理工
系学部留学生プログラム」（通称「日韓プログラム」）
を除いた部分である．
2  文法・会話の授業では，『みんなの日本語 初級』（スリー
エーネットワーク）を使用してきたが，2017年度前
期には『まるごと 日本のことばと文化』（三修社）を
使用したため，それに合わせて読解の授業の進度も
調整した．漢字の授業では，『BASICKANJI BOOK 1』
を使用している．漢字の授業は初級前半までしかカ
バーしていないため，読解授業の漢字学習である程
度補っている．応用の授業では，『みんなの日本語』
使用時には，同シリーズの聴解教材を使用し，応用
練習を通じて日本語運用力の向上を目指していたが，
『まるごと』を採用した2017年度前期には，文法・会
話授業の発展的練習や試験を行っていた．チュート
リアルは，各研修生の必要に応じた個人指導を行な
う授業である．
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